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１．2024年２月期の連結業績（2023年３月１日～2024年２月29日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期 4,838 5.7 △260 ― △239 ― △212 ―

2023年２月期 4,575 △13.0 △257 ― △241 ― △170 ―
(注) 包括利益 2024年２月期 △265百万円( ―％) 2023年２月期 △191百万円( ―％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年２月期 △70.81 ― △110.8 △14.0 △5.4

2023年２月期 △79.78 ― △658.5 △11.7 △5.6
(参考) 持分法投資損益 2024年２月期 ―百万円 2023年２月期 ―百万円

(注）１．2023年２月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在するものの、１株当たり
当期純損失であるため記載しておりません。

２．2024年２月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年２月期 1,405 384 24.4 92.87

2023年２月期 2,021 135 2.0 15.62
(参考) 自己資本 2024年２月期 342百万円 2023年２月期 40百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年２月期 △32 △16 △20 48

2023年２月期 △64 △249 △7 119

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年２月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2024年２月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2025年２月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

３．2025年２月期の連結業績予想（2024年３月１日～2025年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,177 7.0 117 ― 111 ― 47 ― 12.74
(注）第２四半期（累計）の連結業績予想は行っておりません。



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

新規 ―社 (社名)― 、除外 1社 (社名)株式会社アーム

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年２月期 3,729,429株 2023年２月期 2,636,600株

② 期末自己株式数 2024年２月期 36,367株 2023年２月期 36,316株

③ 期中平均株式数 2024年２月期 3,001,670株 2023年２月期 2,137,555株

(参考) 個別業績の概要
１．2024年２月期の個別業績（2023年３月１日～2024年２月29日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期 4,455 2.4 △212 ― △132 ― △161 ―
2023年２月期 4,351 △11.4 △240 ― △203 ― △307 ―

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期 △53.85 ―

2023年２月期 △143.99 ―

(注）１．2023年２月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在するものの、１株当たり
当期純損失であるため記載しておりません。

２．2024年２月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年２月期 1,361 393 28.9 106.59
2023年２月期 1,842 40 2.2 15.52

(参考) 自己資本 2024年２月期 393百万円 2023年２月期 40百万円

＜個別業績の前期実績値との差異理由＞

新型コロナウイルス感染症に伴う活動制限の緩和によりミネラルウォーター事業においてホテル等を納品先とした

プライベートブランド商品の販売が回復したこともあり前事業年度と当事業年度の実績値に差異が生じております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料４ペ
ージ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の行動制限が解除され、雇用・所得環境が改

善する中、景気は持ち直しの動きがみられます。一方、世界的な物価高や円安傾向が続く中、先行きは依然として

不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、少子高齢化という人口構造の変化により、新設住宅着工戸数

の減少が予測されており、既存住宅の平均築年数は上昇しております。そのため、住宅の老朽化と共に、水まわり

のトラブルを含む住宅の不具合は増える傾向にあります。

このような環境のもとで、当社グループは、2021年８月に消費者庁からの行政処分を受けたことに伴い、コンプ

ライアンス体制の構築・強化及び加盟店・協力店に対する「水まわりサービス支援事業」を中心にビジネスモデル

の移行を行いました。また従来から実施しているマネタイズや加盟店及び協力店向け支援サービスとして、研修な

どのサービスを開始しております。

なお、当社の連結子会社であった株式会社アームは、2023年４月に株式を譲渡したことに伴い連結の範囲から除

外しております。なお、連結の範囲から除外したことに伴い、フィットネス事業を報告セグメントから除外してお

ります。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高4,838,532千円（前年同期比5.7％増）となりました。営業損失は

260,280千円（前年同期は257,009千円の営業損失）、経常損失は239,889千円（前年同期は241,491千円の経常損

失）、親会社株主に帰属する当期純損失は212,559千円（前年同期は170,544千円の親会社株主に帰属する当期純損

失）となりました。

セグメントごとの状況は次のとおりであります。

・水まわりサービス支援事業

加盟店支援の体制強化に注力いたしましたが、繁忙期である第４四半期が暖冬だった影響もあり入電数が計画

を下回ったことから業績は低調に推移しました。また、加盟店等に対する入金遅延債権について貸倒引当金繰入

額を98,724千円計上しております。

以上の結果、当事業の売上高は2,776,716千円（前年同期比7.8％減）、営業損失は319,906千円（前年同期は

343,488千円の営業損失）となりました。

・広告メディア事業

2022年11月に株式会社生活救急車（旧社名、駆けつけ事業準備株式会社）の株式を取得しており、事業として

は主にタウンページを中心に広告の掲載を行い集客していることから広告メディア事業に追加しております。

以上の結果、当事業の売上高は436,194千円（前年同期比75.7％増）、営業損失は72,147千円（前年同期は

14,818千円の営業損失）となりました。

・ミネラルウォーター事業

新型コロナウイルス感染症に伴う活動制限の緩和もありホテルを納品先としたプライベートブランド商品の販

売が回復しました。また、保存期間の長い備蓄用保存水需要の高まりを受け７年保存可能な保存水の販売や、Ｓ

ＤＧｓへ取り組む企業からの需要の高まりからアルミ缶ミネラルウォーターの販売が好調に推移しました。

以上の結果、当事業の売上高は1,625,620千円（前年同期比28.6％増）、営業利益は131,666千円（前年同期比

28.3％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末における資産の額は、前連結会計年度末に比べ616,373千円減少し1,405,617千円となりまし

た。これは主に、投資有価証券が99,661千円増加したものの、貸倒引当金が160,911千円増加、現金及び預金が

70,500千円、売掛金が143,452千円、未収入金が312,379千円減少したことによるものであります。

(負債)

当連結会計年度末における負債の額は、前連結会計年度末に比べ865,696千円減少し1,020,709千円となりま

した。これは主に、１年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債が180,000千円、短期借入金が100,000千円、

未払金が62,576千円、預り金が291,038千円、長期借入金が186,752千円減少したことによるものであります。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産の額は、前連結会計年度末に比べ249,323千円増加し384,908千円となりま

した。これは主に、第三者割当及び新株予約権行使による新株式発行により資本金が257,480千円、資本準備金

が257,480千円増加したものの、親会社株主に帰属する当期純損失の計上により利益剰余金が減少したこと、及

び非支配株主持分が53,046千円減少したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ70,500千

円減少し48,841千円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローは以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において営業活動の結果使用した資金は32,944千円となりました。これは主に、貸倒引当金の

増加160,911千円、売上債権の減少142,945千円、未収入金の減少189,799千円が生じたものの、税金等調整前当期

純損失を256,341千円計上、預り金の減少290,672千円が生じたことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は16,770千円となりました。これは主に、子会社株式の

売却による収入117,500千円が生じたものの、投資有価証券の取得による支出100,000千円、差入保証金の差入に

よる支出22,092千円が生じたことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において財務活動の結果使用した資金は20,785千円となりました。これは主に、株式の発行に

よる収入334,961千円が生じたものの、短期借入金の減少100,000千円、長期借入金の返済による支出186,752千

円、リース債務の返済による支出68,962千円が生じたことによるものであります。
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（４）今後の見通し

今後の経済環境といたしましては、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進む中、企業の賃上げ定着による

家計収支の改善により個人消費の持ち直しが期待されており、緩やかな成長が予想されます。一方、物価高や海

外経済減速など景気を下押しする要因もありわが国の景気を下押しするリスクが懸念されます。

当社の売上高の５～６割を占める「水まわりサービス支援事業」は緊急という特徴から、これらの外部要因の

変動に需要が左右されにくく、昨今の住宅の築年数の上昇による住宅設備の老朽化及び製品の経年劣化、一人暮

らし世帯及び工具箱のない家庭の増加などの社会的変化も加わり、水まわりの修理・トラブル解消に関する需要

は引き続き緩やかな増加が続くと予想されます。こうしたなか、当社グループは、「水まわりサービス支援事

業」におきまして、当社は創業29年のノウハウを活かし加盟店に対して集客やシステム・コールセンター・採用

の代行業務、加盟店従業員に対する技術・営業研修に注力してまいります。合わせて、業務提携等によりさらな

るサービスの向上を進めてまいります。

広告メディア事業においては、第28期連結会計年度に株式会社生活救急車の株式を取得し子会社化しておりま

す。加盟店数の増加や入電効率向上に努めてまいります。

ミネラルウォーター事業においては、備蓄用保存水の各省庁・防災商社への営業強化、法人向けオリジナルウ

ォーターの販売拡大、ＳＤＧｓ・環境対応商品の強化に努めてまいります。

また、業務等の効率的な運営を行い、経費の見直しや固定費の削減に努め事業収支の改善を引き続き図ってま

いります。

2025年２月期の連結業績は、売上高5,177百万円(前期比7.0％増)、営業利益117百万円(前期は260百万円の営業

損失)、経常利益111百万円(前期は239百万円の経常損失)、親会社株主に帰属する当期純利益47百万円(前期は212

百万円の親会社株主に帰属する当期純損失)を見込んでおります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、2021年２月期において、「水まわりサービス支援事業」へビジネスモデルを移行したものの加

盟店等でのスタッフが不足していること、及び入電数の回復が当初見込みからは緩やかなものとなったことにより、

引き続き営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上しており、継続企業の前提に関する重要

な疑義を生じさせる事象又は状況が存在しております。

連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、事業収支の改善と資金繰りの安定化を図り、当該

状況の解消、改善に努めてまいります。なお、詳細については、後記「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結

財務諸表に関する注記事項（継続企業の前提に関する注記）」に記載のとおりです。しかしながら、これらの対応

策は実施途上であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際財務報告基準（IFRS）の適用時期等につきまして、今後の事業展開やわが国における動向等

を踏まえた上で検討する方針であります。



株式会社アクアライン(6173) 2024年２月期 決算短信

― 6 ―

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当連結会計年度
(2024年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 129,341 58,841

売掛金 655,759 512,307

商品及び製品 28,976 32,988

原材料及び貯蔵品 106,440 90,332

前払費用 149,859 196,537

未収入金 383,330 70,950

その他 41,691 19,366

貸倒引当金 △1,233 △102,268

流動資産合計 1,494,166 879,057

固定資産

有形固定資産

建物 86,411 83,680

減価償却累計額及び減損損失累計額 △54,215 △54,156

建物（純額） 32,196 29,524

車両運搬具 58,877 50,497

減価償却累計額及び減損損失累計額 △58,591 △50,495

車両運搬具（純額） 285 2

リース資産 373,409 358,855

減価償却累計額及び減損損失累計額 △311,392 △328,201

リース資産（純額） 62,017 30,654

その他 77,966 67,163

減価償却累計額及び減損損失累計額 △71,370 △61,771

その他（純額） 6,595 5,392

有形固定資産合計 101,094 65,573

無形固定資産

ソフトウエア 60,480 40,660

その他 3,879 13,749

無形固定資産合計 64,359 54,410

投資その他の資産

投資有価証券 100,814 200,476

差入保証金 154,046 173,467

その他 118,150 103,151

貸倒引当金 △10,641 △70,518

投資その他の資産合計 362,369 406,576

固定資産合計 527,824 526,560

資産合計 2,021,990 1,405,617
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当連結会計年度
(2024年２月29日)

負債の部

流動負債

買掛金 139,365 167,848

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社
債

180,000 ―

短期借入金 100,000 ―

1年内返済予定の長期借入金 186,752 170,112

リース債務 69,330 51,830

未払金 483,160 420,583

未払法人税等 2,115 10,713

預り金 310,784 19,745

賞与引当金 3,387 7,538

工事補償引当金 785 ―

その他 68,857 49,830

流動負債合計 1,544,538 898,202

固定負債

長期借入金 263,028 92,916

リース債務 72,839 19,564

繰延税金負債 ― 4,026

その他 6,000 6,000

固定負債合計 341,867 122,506

負債合計 1,886,405 1,020,709

純資産の部

株主資本

資本金 415,791 673,272

資本剰余金 335,791 593,272

利益剰余金 △687,569 △900,128

自己株式 △23,393 △23,425

株主資本合計 40,620 342,990

非支配株主持分 94,964 41,918

純資産合計 135,585 384,908

負債純資産合計 2,021,990 1,405,617
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

売上高 4,575,488 4,838,532

売上原価 2,521,505 2,886,047

売上総利益 2,053,982 1,952,484

販売費及び一般管理費 2,310,992 2,212,765

営業損失（△） △257,009 △260,280

営業外収益

受取利息 2,630 7,284

受取配当金 6 6

受取手数料 23,086 16,492

助成金収入 978 ―

リース解約益 1,042 1,311

その他 455 3,630

営業外収益合計 28,199 28,725

営業外費用

支払利息 12,300 7,567

支払手数料 318 318

その他 61 448

営業外費用合計 12,681 8,334

経常損失（△） △241,491 △239,889

特別利益

固定資産売却益 2,138 1,667

投資有価証券売却益 1,020 ―

関係会社株式売却益 4,643 64,179

暗号資産売却益 29,504 ―

保険解約益 11,396 ―

受取保険金 ― 50,000

負ののれん発生益 1,637 ―

特別利益合計 50,339 115,846

特別損失

固定資産売却損 ― 49

投資有価証券評価損 ― 338

暗号資産評価損 ― 70,910

関係会社株式評価損 ― 999

貸倒引当金繰入額 ― 60,000

特別損失合計 ― 132,298

税金等調整前当期純損失（△） △191,151 △256,341

法人税、住民税及び事業税 2,124 5,237

法人税等調整額 △1,669 4,026

法人税等合計 454 9,264

当期純損失（△） △191,606 △265,605

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △21,062 △53,046

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △170,544 △212,559
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当期純損失（△） △191,606 △265,605

包括利益 △191,606 △265,605

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △170,544 △212,559

非支配株主に係る包括利益 △21,062 △53,046
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年３月１日 至 2023年２月28日)

(単位：千円)

株主資本
非支配株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 315,799 235,799 △517,024 △23,393 11,181 444,344 455,526

当期変動額

新株の発行 99,992 99,992 ― ― 199,984 ― 199,984

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
― ― △170,544 ― △170,544 ― △170,544

自己株式の取得 ― ― ― ― ― ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― ― ― ― ― △349,380 △349,380

当期変動額合計 99,992 99,992 △170,544 ― 29,440 △349,380 △319,940

当期末残高 415,791 335,791 △687,569 △23,393 40,620 94,964 135,585

当連結会計年度(自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)

(単位：千円)

株主資本
非支配株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 415,791 335,791 △687,569 △23,393 40,620 94,964 135,585

当期変動額

新株の発行 257,480 257,480 ― ― 514,961 ― 514,961

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
― ― △212,559 ― △212,559 ― △212,559

自己株式の取得 ― ― ― △32 △32 ― △32

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― ― ― ― ― △53,046 △53,046

当期変動額合計 257,480 257,480 △212,559 △32 302,369 △53,046 249,323

当期末残高 673,272 593,272 △900,128 △23,425 342,990 41,918 384,908
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △191,151 △256,341

減価償却費 66,727 57,899

のれん償却額 45,505 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,513 160,911

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,328 4,151

工事補償引当金の増減額（△は減少） △8,126 △785

受取利息及び受取配当金 △2,636 △7,290

助成金収入 △978 ―

支払利息 12,300 7,567

負ののれん発生益 △1,637 ―

有形固定資産売却損益（△は益） △2,138 △1,617

投資有価証券売却損益（△は益） △1,020 ―

関係会社株式売却損益（△は益） △4,643 △64,179

投資有価証券評価損益（△は益） ― 338

暗号資産評価損 ― 70,910

関係会社株式評価損 ― 999

売上債権の増減額（△は増加） △363,124 142,945

棚卸資産の増減額（△は増加） 46,525 11,948

前払費用の増減額（△は増加） △8,377 △47,673

未収入金の増減額（△は増加） △142,401 189,799

その他の流動資産の増減額（△は増加） △28,134 22,911

仕入債務の増減額（△は減少） 32,486 28,624

未払金の増減額（△は減少） 256,399 △61,094

預り金の増減額（△は減少） 146,604 △290,672

その他の流動負債の増減額（△は減少） 49,325 △12,910

その他 42,826 11,352

小計 △51,826 △32,206

利息及び配当金の受取額 74 9,852

助成金の受取額 978 ―

利息の支払額 △12,427 △7,259

法人税等の支払額 △2,763 △3,331

営業活動によるキャッシュ・フロー △65,965 △32,944

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,397 △2,518

有形固定資産の売却による収入 2,621 1,662

無形固定資産の取得による支出 △32,180 △11,130

短期貸付けによる支出 △450 △4,010

短期貸付金の回収による収入 500 2,273

長期貸付金の回収による収入 1,343 ―

投資有価証券の取得による支出 △100,000 △100,000

投資有価証券の売却による収入 1,530 ―

差入保証金の差入による支出 △31,083 △22,092

差入保証金の回収による収入 13,486 1,495

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△100,000 ―

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

59,381 117,500

その他 △59,721 50

投資活動によるキャッシュ・フロー △247,968 △16,770
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 60,000 △100,000

長期借入金の返済による支出 △186,792 △186,752

株式の発行による収入 199,984 334,961

自己株式の取得による支出 ― △32

リース債務の返済による支出 △81,109 △68,962

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,917 △20,785

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △321,851 △70,500

現金及び現金同等物の期首残高 441,193 119,341

現金及び現金同等物の期末残高 119,341 48,841
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

当社グループは、過年度より継続して、営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上してお

り、また、当連結会計年度においても、「水まわりサービス支援事業」へビジネスモデルを移行したものの加盟店

等でのスタッフが不足していること、及び入電数の回復が当初見込みからは緩やかなものとなったことにより、引

き続き営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上しており、継続企業の前提に関する重要な

疑義を生じさせる事象又は状況が存在しております。

連結財務諸表作成会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の対応を図ってまいります。

１．事業収支の改善

「水まわりサービス支援事業」として、当社正社員スタッフが修理等のサービスを提供することなく加盟店のス

タッフが通信販売形式によりサービスを提供し、当社はコールセンター業務等加盟店支援業務を行う加盟店ビジネ

スモデルに移行いたしております。当社は創業29年のノウハウを活かし加盟店に対して集客やシステム・コールセ

ンター・採用の代行業務、加盟店従業員に対する技術・営業研修に注力してまいります。合わせて、業務提携等に

よりさらなるサービスの向上を進めてまいります。「ミネラルウォーター事業」においては、備蓄用保存水の各省

庁・防災商社への営業強化、法人向けオリジナルウォーターの販売拡大、ＳＤＧｓ・環境対応商品の強化に努めて

まいります。また、当社グループ全体の収益力を向上させるため、業務等の効率的な運営を行い、経費の見直しや

固定費の削減に努め事業収支の改善を引き続き図ってまいります。

２．資金繰りの安定化

当連結会計年度末において現金及び預金残高は58,841千円であり、2023年11月に第三者割当増資による新株の発

行により334,961千円の調達を行ったものの前連結会計年度末に比べ70,500千円減少しております。このような状況

の中、新株式の発行の検討、及び、メインバンクを中心とした取引金融機関などに対する資金支援の要請をしてま

いります。

上記施策を推進し、事業収支の改善と資金繰りの安定化を図り、当該状況の解消、改善に努めてまいります。し

かしながら、これらの対応策は実施途上であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められま

す。

なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を

連結財務諸表に反映しておりません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

当社グループは、サービス内容・商品別の事業部及び連結子会社を置き、各事業部及び連結子会社は取り

扱うサービス・商品について戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループはサービス提供形態及び提供商品を基礎とした業態別セグメントから構成され

ており、「水まわりサービス支援事業」、「広告メディア事業」及び「ミネラルウォーター事業」の３つを

報告セグメントとしております。

「水まわりサービス支援事業」は、水まわりの緊急トラブル修理・対応、水まわり商品の販売・取付、そ

の他修繕工事等のコールセンター業務等加盟店支援業務を行っております。

「広告メディア事業」は、生活救急領域のインターネット広告販売を行っております。

「ミネラルウォーター事業」は、ミネラルウォーターの販売、ウォーターディスペンサーの取り扱いを行

っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメ

ント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．セグメントの変更に関する事項

当社の連結子会社であった株式会社アームは、2023年４月に株式を譲渡したことに伴い連結の範囲から除

外しております。これに伴い、フィットネス事業を報告セグメントから除外しております。
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４．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2022年３月１日 至 2023年２月28日)

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額水まわりサー

ビス支援事業
広告メディ
ア事業

ミネラルウォ
ーター事業

フィットネ
ス事業

売上高

外部顧客への
売上高

3,011,401 248,274 1,264,528 51,283 4,575,488 ― 4,575,488

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 44,653 507 ― 45,160 △45,160 ―

計 3,011,401 292,927 1,265,036 51,283 4,620,648 △45,160 4,575,488

セグメント利益又
は損失（△）

△343,488 △14,818 102,661 △1,379 △257,025 16 △257,009

その他の項目

減価償却費 55,946 9,966 705 108 66,727 ― 66,727

のれん償却額 ― 45,505 ― ― 45,505 ― 45,505

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去16千円が含まれております。
２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
３．セグメント資産は、報告セグメントに資産を配分していないため、記載しておりません。

当連結会計年度(自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額水まわりサー

ビス支援事業
広告メディ
ア事業

ミネラルウォ
ーター事業

フィットネ
ス事業

売上高

外部顧客への
売上高

2,776,716 436,194 1,625,620 ― 4,838,532 ― 4,838,532

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 136,794 ― ― 136,794 △136,794 ―

計 2,776,716 572,989 1,625,620 ― 4,975,327 △136,794 4,838,532

セグメント利益又
は損失（△）

△319,906 △72,147 131,666 ― △260,386 106 △260,280

その他の項目

減価償却費 44,254 12,898 745 ― 57,899 ― 57,899

のれん償却額 ― ― ― ― ― ― ―

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去 106千円が含まれております。
２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
３．セグメント資産は、報告セグメントに資産を配分していないため、記載しておりません。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2022年３月１日 至 2023年２月28日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ＲＯＹ株式会社 2,113,292 水まわりサービス支援事業

株式会社ＪＵＮコーポレーション 541,057 水まわりサービス支援事業

当連結会計年度(自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ＲＯＹ株式会社 1,299,054
水まわりサービス支援事業及び
広告メディア事業

株式会社ＪＵＮコーポレーション 809,529 水まわりサービス支援事業

株式会社ＵＢパートナー 526,543 水まわりサービス支援事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 2022年３月１日 至 2023年２月28日）

(単位：千円)

報告セグメント

全社・消去 合計水まわりサー
ビス事業

水まわりサー
ビス支援事業

広告メディア
事業

ミネラルウォ
ーター事業

フィットネス
事業

当期償却額 ― ― 45,505 ― ― ― 45,505

未償却残高 ― ― ― ― ― ― ―

（注）当連結会計年度に株式会社ＥＰＡＲＫくらしのレスキューの全株式を売却し、連結の範囲から除外したため、

「広告メディア事業」セグメントにおいてのれんが500,756千円減少しております。

当連結会計年度（自 2023年３月１日 至 2024年２月29日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 2022年３月１日 至 2023年２月28日）

広告メディア事業において2022年11月30日を効力発生日として株式会社生活救急車（旧・駆けつけ事業準備株

式会社）の株式を取得いたしました。これに伴い当連結会計年度において、1,637千円の負ののれん発生益を計上

しております。

当連結会計年度（自 2023年３月１日 至 2024年２月29日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

１株当たり純資産額 15.62円 92.87円

１株当たり当期純損失金額（△） △79.78円 △70.81円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

― ―円

(注) １．2023年２月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在するものの、１株当

たり当期純損失であるため記載しておりません。

２．2024年２月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当連結会計年度
(2024年２月29日)

純資産の部の合計額(千円) 135,585 384,908

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 94,964 41,918

(うち非支配株主持分(千円)) (94,964) (41,918)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 40,620 342,990

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

2,600,284 3,693,062

４．１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

１株当たり当期純損失金額（△）

親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円) △170,544 △212,559

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純損失
（△）(千円)

△170,544 △212,559

普通株式の期中平均株式数(株) 2,137,555 3,001,670

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


